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別巻
田村俊子研究（黒澤亜里子・長谷川啓 編）
予価：本体 15,000 円 + 税／ 2026 年 8 月刊行予定

補巻
新資料（黒澤亜里子・長谷川啓 編）
予価：本体 24,000 円 + 税／ 2026 年 11月刊行予定

●既刊

第 1 巻　 明治 36 年〜明治 43 年（1903 〜 1910）
定価 20,900 円 （本体 19,000 円） ISBN978-4-8433-3782-0 C3393

第 2 巻　 明治 44 年〜大正元年（1911 〜 1912）
定価 20,900 円 （本体 19,000 円） ISBN978-4-8433-3783-7 C3393

第 3 巻　 大正 2 年（1913）　
定価 13,200 円 （本体 12,000 円） ISBN978-4-8433-3784-4 C3393

第 4 巻　大正 3 年（1914）
定価 26,400 円 （本体 24,000 円） ISBN978-4-8433-3785-1 C3393

第 5 巻　大正 4 年（1915）
定価 23,100 円 （本体 21,000 円） ISBN978-4-8433-3786-8 C3393

第 6 巻　 大正 5 年 1 月〜 6 月（1916.1 〜 6）
定価 20,900 円 （本体 19,000 円） ISBN978-4-8433-3787-5 C3393

第 7 巻　 大正 5 年 7 月〜 12 月（1916.7 〜 12）
定価 20,900 円 （本体 19,000 円） ISBN978-4-8433-3788-2 C3393

第 8 巻　 大正 6 年〜昭和 11 年（1917 〜 1936）
定価 22,000 円 （本体 20,000 円） ISBN978-4-8433-3789-9 C3393

第 9 巻　昭和 11 年～昭和 19 年（1936 ～ 1944）
定価 18,700 円 （本体 17,000 円） ISBN978-4-8433-3790-5 C3393
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　 田村俊子全集 　別巻　／　補巻
    予価：本体 15,000 円＋税　ISBN978-4-8433-3792-9 C3393
    予価：本体 24,000 円＋税　ISBN978-4-8433-7301-9 C3393
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　●特におすすめしたい方●
　近代文学、女性学などの研究者・研究機関・
　大学図書館・公共図書館 ･ 女性センターなど。

田村俊子全集  別巻
● A5判上製　カバー装／予価：本体 15,000 円 + 税 ISBN978-4-8433-3792-9 C3393	 2026 年 8 月刊行予定

田村俊子全集  補巻

田村俊子研究（黒澤亜里子・長谷川啓 編）

Ⅰ　俊子とその時代――《露英時代》から『女声』まで

関礼子「「樋口一葉から田村俊子へ」という問題系」／北田幸恵「露英時代と女優時代」／尾形明子「田村俊子と『青
鞜』 時代」 ／田村紀雄 「田村俊子の北米時代」 ／長谷川 啓 「帰国後の田村俊子」 ／黒澤亜里子 「田村俊子の中
国時代」 ／渡邉澄子 「俊子が生きた時代 ・ 社会」

Ⅱ　表象への視点――女性領域・メディア・境界・移動

福田はるか 「俊子と田村松魚」 ／岩淵宏子 「俊子と鈴木悦－幻の悦書簡を中心に―」 ／水田宗子 「田村俊子のフェ
ミニズム ・ セクシュアリティ」 ／神山　彰 「女役者 ・ 娘義太夫と俊子」 ／山崎眞紀子 「都市下層階級の女たちへ
のまなざし」 ／光石亜由美 「田村俊子 『あきらめ』 論」 ／飯田祐子 「｢ 炮烙の刑 ｣ 論」 ／岩見照代 「「女優」 論」
／小平麻衣子 「「破壊する前」──大正教養主義的思考と〈女性〉の消去」　ほか

Ⅲ　総目次・田村俊子年表・作品別索引

● A5判上製　カバー装／予価：本体 24,000 円 + 税 ISBN978-4-8433-7301-9 C3393	 2026 年 11月刊行予定

新資料（黒澤亜里子・長谷川啓 編）

・ 「田村俊子様より」 『新真婦人』 大正 2 年 6 月／ 「生活と芸術と事業」 『新真婦人』 大正 2 年 8 月 （『談話室』
談話筆記） ／ 「嵐のあと」 『新真婦人』 大正 4 年 11 月／ 「再燃」 『福岡日日新聞』 大正 4 年 7 月 16 日～ 11
月 16 日 

・『女声』（「俊生映画批評」／ ｢先声｣）／　追悼文（「佐藤女士及其文学的足跡」石上玄一郎／「従日本到美国到中国」
陶昌孫／ 「回憶漫語」 内村完造／ 「憶佐藤女士」 草野心平／ 「我和佐藤俊子女士」 関露　＊翻訳付き）

・ 新出中国語資料 （評論 ・ エッセイ９編　「陳璧君女士印象記」 ／ 「以心伝心」 ／ 「中国女性の衣服」 ／ 「東洋女
性の技術進歩」 ／ 「日本女子教育の普及」 ／ 「現代劇を演じる日本女優」 ／ 「中日女性提携について」 ／ 「日本
女性の職業」 ＊翻訳付き）
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本全集第９巻の刊行後、新聞連載や、晩年の中国時代の評論など、多数の新資料が発見されました。
それらをまとめ補巻として刊行いたします。
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